
だて軽トラ日曜朝市の実施 ～短期的取組～

●目的

直売所の開設を中長期的な目標とし、その実現まで、生産者自身が朝
市を通して直売所のメリットや負荷等を理解し、直売所運営のイメージ
をクリアにする。

●概要

農家や加工業者が軽トラックの荷台で、朝どりの野菜や漬物を対面形式で
販売

実施主体 だて軽トラ日曜朝市実行委員会
会 員 数 ４４名
開催場所 道の駅黎明観横
開催期間 Ｈ２１年度～Ｈ２３年度
開 催 日 ５月～１０月までの毎週日曜日
開催時間 午前８：３０～午前９：３０
売上金額 約２５０千円/回
来場者数 約２７０人/回

※平成23年度にて事業終了



だて秋の大収穫祭の実施 ～短期的取組～

●目的

９月中旬から１０月中旬の期間に伊達市内において開催される食に係
る事業を「だて秋の大収穫祭」と位置づけ、事業間の連携を図りながら
集中的に取り組み、本市の「食」の豊富さ良質さ等を広くＰＲし「食を
通じたまちづくりの推進を図る。

実施主体 だて秋の収穫祭実行委員会
開 催 日 ９月中旬～１０月中旬
開催イベント
Ｑちゃんファーム感謝祭、物産まつり、
農業・漁業まつり、食のフェスティバル、
野菜即売会テント市、軽トラ朝市、
海の母ちゃん朝市など

●概要
スタンプラリー等で各イベントを連携し、より地場産品のＰＲを推進する。

※平成28年度にて事業終了



地場産業活性化推進事業 ～短期的取組～

●目的
地場産品の販路拡大を目指し、伊達市内及び道内外において、ＰＲ等

事業を展開することにより、地域経済の活性化をはかる
●概要
経済交流都市 枚方市との交流事業へだて観光協会が出店

その他必要に応じ、イベント等やＰＲ事業に参加

地場産品研究・開発事業等助成金 ～短期的取組～

●目的
伊達市中小企業振興条例第９条及び施行規則第２条に基づき、地場産品の

試作、改良、研究、開発等のための事業を行う中小企業に対し、助成金を交
付するもの
●実績
平成１６年度から現在に至るまで、様々な商品の研究・開発・商品化等へ

の助成を行っている。
※令和４年度末現在：１２件



食育の推進 伊達フードベース（食材クリアファイル作成）

「食を通じたまちおこし」を推進す
るため、生産者、加工業者、小売業者
をはじめとする「食」に携わる方々は
もちろん、消費者である市民も含めた
地域全体の意識向上が必要不可欠であ
ることから、伊達市の豊富な食材を市
内外へ広くＰＲするため、伊達青年会
議所発案の「伊達フードベース（食材
クリアファイル）」を作成

地元、小中学校への配布するなど、児
童生徒への食育等の活動に利用



伊達市観光物産館の整備
～中長期的取組（ハードをともなう柱の実現へ）～

１ 施設
（１）事 業 費 約２２４，５００千円
（２）施設規模 ９９３．０２㎡
（３）施設概要 販売スペース、インフォメーションコーナー、

イベントスペース、軽飲食店、事務室等
（４）管理運営 ㈱伊達観光物産公社（指定管理）
（５）オープン 平成２４年４月１日

２ 直売所
（１）だて日曜軽トラ朝市が観光物産館農産物販売協議会へと発展的解消

同協議会加盟者が、物産館の直売スペースに出店（７０名）
（２）同協議会内に軽トラ部会が発足し、軽トラ朝市事業を引継ぐ

５～１０月の第３日曜日に軽トラ朝市を開催※平成23年度にて事業終了

◎来館者数
例年、市内外から140万人近い方にご利用
いただいている。



伊達市観光物産館の整備
～中長期的取組（ハードをともなう柱の実現へ）～

３ イベントスペース
月に一度程度講師を招き、オープンキッチン等を利用したイベントを実施

●実績
野菜のおいしい食べ方プチセミナー
フラワーアレンジメント教室
藍染ストラップ講習会
料理教室
アロニア講習会
家庭菜園講習会 等々



ふるさと姉妹都市

宮城県亘理町イチゴ農家の受入

北海道伊達市

・移住に係る支度金の支給
・住宅料、上下水道料、保育料の無料化(数年間継続)

・新規就農者等への指導

イチゴの産地化を目指して ～ブランド化の動き～

⇒ ３.１１の津波被害により、亘理町イチゴ生産農地の約９割以上が壊
滅的な被害

⇒ 単なる救済支援ではなく、ブランド品として確立したイチゴ栽培
技術を伊達市に伝えることを求めた支援策

高設方式
での復興

イチゴを
特産品に！

H23年度ハウス２０棟
H24年度ハウス２４棟



伊達べジファーストプロジェクト促進事業 ～短期的取組～

１ 目的
伊達野菜の知名度は高まり、伊達市に訪れる観光客も増加傾向にあるものの、

商店街や飲食店街にもたらしている恩恵はまだ少ないことから、下記の３つの目的
を達成するため、平成28年度～令和元年度の４年間、事業を実施した。
（１）飲食店への集客力の向上（飲食産業の活性化）
（２）伊達産野菜のブランド化（基幹産業の振興）
（３）健康を意識したまちづくりの推進（健康産業の創造）

２ 概要
（１）ベジファーストフェアの実施

市内飲食店に参加を募り、旬で新鮮な伊達野菜を使用した期間限
定メニューを提供する「伊達野菜もぎたてベジフェスタ」を開催

（２）イベントの実施
アンケートに答えた方やSNSにベジメニュー写真を投稿した方

に、オリジナルエコバックや飲食券をプレゼントするイベントを
実施した。

３ 成果
例年、十数店舗の飲食店が参加。伊達野菜でベジファーストを

実践し健康作りの意識付けをしていただく、「健康産業」の創造
の一翼を担うことができた。

※令和元年度にて事業終了



地場産品のＰＲ活動 ～短期的取組～

２ 友好・交流都市物産展
友好・交流都市である大阪府枚方市の

物産展に出展し、伊達市の農業・漁業等
の特産物や加工品を枚方市民等に販売し、
伊達市の地場産品の普及・宣伝を図った。

１ ＪＲヘルシーウォーキング
イベントに参加された方に伊達市の

特産品をプレゼントし、市外の方向け
に宣伝を行った。


